
日
本
医
療
機
能
評
価
機
構
　
執
行
理
事
　
後
　
信
氏

「
医
療
事
故
に
係
る
調
査
の
仕
組
み
等
に
関
す
る

　
　
　
　
　
　
　
基
本
的
な
あ
り
方
」
に
つ
い
て

〜
医
療
事
故
調
査
制
度
の
創
設
に
向
け
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
枠
組
み
が
取
り
ま
と
ま
る
〜

一
、
は
じ
め
に

　 

良
質
な
医
療
の
提
供
に
あ
た
り
、
特
に
安

全
を
重
視
す
る
考
え
方
が
、
最
近
十
年
余
り

の
間
に
国
内
外
で
広
が
っ
て
き
た
。
こ
の
間
、

二
〇
〇
六
年
に
発
生
し
た
福
島
県
立
大
野
病

院
事
件
が
刑
事
事
件
と
し
て
取
り
扱
わ
れ
た

こ
と
な
ど
か
ら
、
医
療
行
為
の
結
果
、
死
亡

す
る
な
ど
の
事
例
に
対
し
て
警
察
に
よ
る
捜

査
が
行
わ
れ
る
こ
と
の
是
非
や
、
医
療
者
に

よ
る
原
因
分
析
、
再
発
防
止
の
必
要
性
、
医

師
法
二
十
一
条
の
届
け
出
の
範
囲
や
考
え
方

な
ど
に
つ
い
て
多
く
の
議
論
が
な
さ
れ
て
き

た
。
厚
生
労
働
省
で
は
、
平
成
二
十
三
年
か

ら
「
医
療
の
質
の
向
上
に
資
す
る
無
過
失
補

償
制
度
の
あ
り
方
に
関
す
る
検
討
会
」
が
開

催
さ
れ
、
ま
ず
そ
の
部
会
に
お
い
て
医
療
事

故
に
係
る
調
査
の
仕
組
み
が
議
論
さ
れ
た
。

そ
し
て
十
三
回
に
わ
た
り
、
調
査
の
対
象
や

調
査
の
流
れ
、
第
三
者
機
関
の
あ
り
方
な
ど

に
つ
い
て
議
論
が
な
さ
れ
、
本
年
五
月
二
十

九
日
に
「
医
療
事
故
に
係
る
調
査
の
仕
組
み

等
に
関
す
る
基
本
的
な
あ
り
方
」
が
ま
と
め

ら
れ
た
。
医
療
界
で
は
、
こ
の
よ
う
な
議
論

が
行
わ
れ
る
と
と
も
に
、
医
療
事
故
や
ヒ
ヤ

リ
・
ハ
ッ
ト
事
例
に
学
び
再
発
防
止
を
図
る

医
療
事
故
情
報
収
集
等
事
業
が
運
営
さ
れ
る

な
ど
、
医
療
安
全
推
進
の
取
り
組
み
が
一
層

盛
ん
に
な
っ
て
い
る
。

　
本
稿
で
は
「
医
療
事
故
に
係
る
調
査
の
仕

組
み
等
に
関
す
る
基
本
的
な
あ
り
方
」
の
内

容
を
概
観
す
る
と
と
も
に
、
当
機
構
が
運
営

す
る
医
療
事
故
情
報
収
集
等
事
業
と
の
か
か

わ
り
に
つ
い
て
述
べ
る
。

二
、「
医
療
事
故
に
係
る
調
査
の
仕
組

み
等
に
関
す
る
基
本
的
な
あ
り
方
」
に

つ
い
て

　
先
述
し
た
よ
う
に
、「
医
療
事
故
に
係
る

調
査
の
仕
組
み
等
に
関
す
る
基
本
的
な
あ
り

方
」
が
部
会
に
お
い
て
取
り
ま
と
め
ら
れ
、

六
月
二
十
日
に
は
、そ
の
検
討
会
で
あ
る
「
医

療
の
質
の
向
上
に
資
す
る
無
過
失
補
償
制
度

の
あ
り
方
に
関
す
る
検
討
会
」
に
お
い
て
も

承
認
さ
れ
た
。
検
討
会
の
議
題
で
あ
っ
た
無

過
失
補
償
精
度
に
つ
い
て
は
、
筆
者
か
ら
産

科
医
療
補
償
制
度
の
現
況
に
つ
い
て
説
明
し

た
が
、
制
度
設
計
に
は
財
源
や
正
確
な
デ
ー

タ
が
不
可
欠
で
あ
る
こ
と
な
ど
か
ら
、
ま
ず

医
療
事
故
調
査
制
度
を
創
設
す
る
こ
と
を
優

先
す
る
こ
と
と
さ
れ
、
検
討
会
は
休
会
と

な
っ
た
。
そ
こ
で
今
後
は
、
こ
の
報
告
書
に

基
づ
い
た
制
度
創
設
の
作
業
が
進
む
も
の
と

予
想
さ
れ
る
。
そ
の
際
に
参
考
に
な
る
と
考

え
ら
れ
る
事
業
と
し
て
、
ま
ず
、
日
本
医
療

安
全
調
査
機
構
が
運
営
し
て
い
る
「
診
療
行

為
に
関
連
し
た
死
亡
の
調
査
分
析
モ
デ
ル
事

業
」
が
挙
げ
ら
れ
る
。
同
時
に
、
当
機
構
が

運
営
し
て
い
る
産
科
医
療
補
償
制
度
の
詳
細

な
原
因
分
析
を
行
い
、
質
の
一
定
し
た
報
告

書
を
多
く
作
成
し
て
い
る
実
績
や
、
医
療
事

故
情
報
収
集
等
事
業
の
幅
広
い
診
療
科
か
ら

死
亡
、
非
死
亡
を
問
わ
ず
事
例
の
概
要
を

ウ
ェ
ブ
上
で
収
集
し
、
共
通
の
背
景
・
要
因

を
示
し
た
り
、
毎
月
医
療
安
全
情
報
を
提
供

し
て
再
発
防
止
を
呼
び
か
け
た
り
し
て
い
る

実
績
な
ど
も
参
考
に
さ
れ
る
も
の
と
考
え
ら

れ
る
。
そ
こ
で
「
医
療
事
故
に
係
る
調
査
の

仕
組
み
等
に
関
す
る
基
本
的
な
あ
り
方
」
の

概
要
を
次
に
示
す
。

（
一
）
目
的

・
原
因
究
明
及
び
再
発
防
止
、
医
療
の
質
の

向
上
で
あ
る
。

（
二
）
調
査

・
対
象
診
療
行
為
に
関
連
し
た
死
亡
事
例
を

対
象
と
す
る
。
死
亡
事
例
以
外
に
つ
い
て
は
、

段
階
的
に
拡
大
し
て
い
く
方
向
で
検
討
す

る
。

（
三
）
調
査
の
流
れ

・
院
内
調
査
を
中
心
と
す
る
が
、
第
三

者
機
関
が
調
査
す
る
場
合
も
あ
る
。

（
四
）
院
内
調
査
の
あ
り
方

・
院
内
調
査
委
員
会
は
、
原
則
と
し
て

外
部
の
医
療
の
専
門
家
の
支
援
を
受

け
る
。
都
道
府
県
医
師
会
、
医
療
関

係
団
体
、
大
学
病
院
、
学
術
団
体
等

は｢

支
援
法
人
・
組
織｣

と
し
て
院
内

調
査
を
支
援
す
る
。
院
内
調
査
の
実

施
費
用
は
医
療
機
関
の
負
担
と
す
る
。

・
院
内
事
故
調
査
の
手
順
に
つ
い
て

は
、
厚
生
労
働
省
に
お
い
て
ガ
イ
ド

ラ
イ
ン
を
策
定
す
る
。

（
五
）
第
三
者
機
関
の
あ
り
方 

・
独
立
性
・
中
立
性
・
透
明
性
・
公
正
性
・

専
門
性
を
有
す
る
民
間
組
織
を
設
置
す
る
。 

・
第
三
者
機
関
の
業
務
は
、① 

医
療
機
関
か

ら
の
求
め
に
応
じ
て
行
う
院
内
調
査
の
方
法

等
に
係
る
助
言 

② 

医
療
機
関
か
ら
報
告
の

あ
っ
た
院
内
調
査
結
果
の
報
告
書
に
係
る
確

認
・
検
証
・
分
析
　
③ 

遺
族
又
は
医
療
機
関

か
ら
の
求
め
に
応
じ
て
行
う
医
療
事
故
に
係

る
調
査
　
④ 

医
療
事
故
の
再
発
防
止
策
に
係

る
普
及
・
啓
発 

⑤ 

支
援
法
人
・
組
織
や
医

療
機
関
に
お
い
て
事
故
調
査
等
に
携
わ
る
者

へ
の
研
修 

と
す
る
。

・
第
三
者
機
関
は
全
国
に
一
つ
の
機
関
と
す

る
。

・
仮
に
、
医
療
機
関
の
協
力
が
得
ら
れ
ず
調

査
が
で
き
な
い
状
況
が
生
じ
た
場
合
に
は
、

そ
の
旨
を
報
告
書
に
記
載
し
、
公
表
す
る
。

・
第
三
者
機
関
が
実
施
し
た
医
療
事
故
に
係

る
調
査
報
告
書
は
、
遺
族
及
び
医
療
機
関
に

交
付
す
る
。 

第
三
者
機
関
が
実
施
す
る
調
査

の
費
用
は
、
学
会
・
医
療
関
係
団
体
か
ら
の

負
担
金
や
国
か
ら
の
補
助
金
に
加
え
、
調
査

後　信 氏
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⑥調査
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図　医療事故調査制度における調査制度の仕組み（厚生労働省）
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を
申
請
し
た
者
（
遺
族
や
医
療
機
関
）
か
ら

も
負
担
を
求
め
る
。

・
第
三
者
機
関
か
ら
の
警
察
へ
の
通
報
は
行

わ
な
い
。（
医
師
が
検
案
を
し
て
異
状
が
あ

る
と
認
め
た
と
き
は
、
従
前
ど
お
り
医
師
法

第
二
十
一
条
に
基
づ
き
、
医
師
か
ら
所
轄
警

察
署
へ
届
け
出
る
。）

　
以
上
の
よ
う
に
、
第
三
者
機
関
と
し
て
全

国
に
一
つ
の
機
関
と
し
て
の
民
間
組
織
を
設

立
す
る
こ
と
や
、
調
査
の
結
果
、
第
三
者
機

関
か
ら
警
察
へ
通
報
す
る
こ
と
は
な
い
な

ど
、
平
成
二
十
年
に
策
定
さ
れ
た
厚
生
労
働

省
の
「
第
三
次
試
案
」
や
「
医
療
安
全
調
査

委
員
会
設
置
法
案
（
仮
称
）
大
綱
案
」
と
は

異
な
り
、
医
療
界
へ
の
配
慮
や
現
実
的
な
内

容
と
す
る
配
慮
が
な
さ
れ
て
い
る
も
の
と
考

え
ら
れ
る
。
一
方
で
、
民
間
の
組
織
で
あ
る

こ
と
で
強
制
力
は
一
定
程
度
に
と
ど
ま
る
と

考
え
ら
れ
る
の
で
、
詳
細
な
原
因
分
析
や
再

発
防
止
策
の
策
定
と
実
行
の
面
で
、
産
科
医

療
補
償
制
度
な
ど
を
参
考
に
し
て
医
療
界
が

協
力
し
て
実
行
性
を
高
め
る
こ
と
が
重
要
で

あ
ろ
う
。

三
、
診
療
行
為
に
係
る
死
亡
事
故
症
例

の
年
間
発
生
件
数
試
算

　
五
月
二
十
九
日
に
開
催
さ
れ
た
「
第
十
三

回
医
療
事
故
に
係
る
調
査
の
仕
組
み
等
の
あ

り
方
に
関
す
る
検
討
部
会
」
で
は
、
年
間
の

調
査
件
数
を
千
三
百
〜
二
千
件
／
年
と
推
計

し
て
い
る
。
こ
れ
は
、①
日
本
医
療
機
能
評

価
機
構
の
医
療
事
故
情
報
収
集
等
事
業
に
よ

る
年
報
報
告
か
ら
の
試
算
、
及
び
、②
厚
生

労
働
科
学
研
究
で
の
試
算｢

診
療
行
為
に
関

連
し
た
死
亡
の
届
出
様
式
及
び
医
療
事
故
の

情
報
処
理
シ
ス
テ
ム
の
開
発
に
関
す
る
研
究

平
成
二
十
年
度｣

に
基
づ
く
推
計
で
あ
る
。

　
こ
の
よ
う
に
、
医
療
事
故
調
査
制
度
が
調

査
す
る
事
例
の
件
数
の
推
計
と
い
う
、
制
度

設
計
に
お
い
て
最
も
基
本
と
な
る
デ
ー
タ

は
、①
、②
の
結
果
、
つ
ま
り
当
機
構
の
医
療

事
故
情
報
収
集
等
事
業
の
デ
ー
タ
が
与
え
て

い
る
。
こ
れ
は
、
医
療
事
故
情
報
収
集
等
事

業
が
幅
広
い
診
療
科
か
ら
死
亡
、
非
死
亡
を

問
わ
ず
様
々
な
事
例
の
概
要
を
多
数
収
集
、

集
計
し
て
い
る
と
い
う
性
質
に
拠
る
。
こ
の

よ
う
に
、
制
度
設
計
や
創
設
後
の
運
用
や
評

価
に
あ
た
っ
て
は
、
少
数
の
死
亡
事
例
を
詳

細
に
検
討
し
て
報
告
書
を
作
成
し
て
き
た
従

来
の
「
診
療
行
為
に
関
連
し
た
死
亡
の
調
査

分
析
モ
デ
ル
事
業
」
の
デ
ー
タ
だ
け
で
は
十

分
で
は
な
く
、
医
療
事
故
情
報
収
集
等
事
業

の
デ
ー
タ
が
活
用
さ
れ
る
場
面
が
少
な
か
ら

ず
あ
る
で
あ
ろ
う
。

　
ま
た
一
般
に
専
門
家
は
、
一
件
の
事
例
に

つ
い
て
詳
細
な
医
学
的
報
告
書
を
作
成
す
る

こ
と
に
関
心
が
あ
る
も
の
と
考
え
ら
れ
る

が
、
制
度
創
設
後
は
千
三
百
〜
二
千
件
／
年

の
標
準
化
さ
れ
た
質
の
高
い
報
告
書
を
継
続

的
に
作
成
し
続
け
、
さ
ら
に
非
死
亡
事
例
を

取
り
扱
う
こ
と
も
視
野
に
入
れ
る
こ
と
、
つ

ま
り
質
と
量
の
両
面
か
ら
の
要
請
に
応
え
る

必
要
が
あ
る
こ
と
を
こ
こ
で
強
調
し
て
お
き

た
い
。

四
、
医
療
事
故
情
報
収
集
等
事
業
と
の

関
係

　
医
療
事
故
情
報
収
集
等
事
業
は
、
医
療
事

故
の
発
生
予
防
と
再
発
防
止
を
目
的
と
し
て

医
療
事
故
や
ヒ
ヤ
リ
・
ハ
ッ
ト
の
概
要
や
背

景
・
要
因
、
改
善
策
な
ど
の
情
報
を
収
集
す

る
事
業
で
あ
り
、
報
告
し
た
医
療
機
関
や
医

療
者
の
責
任
追
及
は
目
的
と
し
て
い
な
い
。

そ
の
た
め
、
報
告
さ
れ
た
情
報
は
匿
名
化
し

て
取
り
扱
わ
れ
る
。
こ
の
こ
と
に
よ
り
、
報

告
し
や
す
い
環
境
を
整
備
し
て
情
報
収
集

し
、
事
例
内
容
や
背
景
・
要
因
、
再
発
防
止

策
を
整
理
し
て
提
供
す
る
こ
と
な
ど
に
よ
り

医
療
安
全
を
推
進
し
て
い
る
。
た
だ
し
一
事

例
ご
と
に
詳
細
な
原
因
分
析
報
告
書
を
作
成

す
る
こ
と
は
な
い
。

　
本
年
六
月
末
時
点
で
参
加
医
療
機
関
は
病

院
を
中
心
に
、
千
三
百
五
十
三
施
設
で
あ
る
。

報
告
件
数
は
増
加
し
続
け
て
お
り
、
平
成
二

十
四
年
の
医
療
事
故
報
告
件
数
は
二
千
八
百

八
十
二
件
、
ヒ
ヤ
リ
・
ハ
ッ
ト
の
事
例
情
報

は
三
万
八
百
二
十
三
件
で
あ
る
。
医
療
事
故

の
報
告
件
数
は
、
初
め
て
年
報
を
作
成
し
た

平
成
十
七
年
の
件
数
の
二
倍
を
超
え
て
お

り
、
こ
れ
は
報
告
が
定
着
し
て
き
た
こ
と
の

あ
ら
わ
れ
と
理
解
し
て
い
る
。
死
亡
事
例
は

全
体
の
六
・
五
％
（
平
成
二
十
三
年
年
報
）

で
あ
る
の
で
、
医
療
事
故
の
非
死
亡
事
例
や

ヒ
ヤ
リ
・
ハ
ッ
ト
事
例
か
ら
も
多
く
の

ヒ
ュ
ー
マ
ン
エ
ラ
ー
の
種
類
や
背
景
・
要
因

を
学
び
、
分
析
結
果
を
還
元
し
て
い
る
。

　
例
え
ば
薬
剤
の
取
り
扱
い
に
関
す
る
エ

ラ
ー
は
重
大
事
故
に
つ
な
が
る
可
能
性
が
あ

る
が
、
実
際
に
は
薬
剤
の
医
療
事
故
の
多
く

は
非
死
亡
事
例
な
の
で
、
死
亡
事
例
の
み
に

着
目
し
て
い
て
は
日
常
の
業
務
に
潜
む
リ
ス

ク
に
迅
速
に
対
応
す
る
こ
と
は
困
難
で
あ

り
、
こ
の
よ
う
な
場
合
に
は
医
療
事
故
情
報

収
集
等
事
業
の
方
が
有
効
に
機
能
す
る
。

　
四
半
期
ご
と
に
公
表
し
て
い
る
報
告
書
で

は
テ
ー
マ
分
析
を
行
っ
て
い
る
。
直
近
の
第

三
十
三
回
報
告
書
で
は
、「
血
液
浄
化
療
法

（
血
液
透
析
、血
液
透
析
濾
過
、血
漿
交
換
等
）

の
医
療
機
器
に
関
連
し
た
医
療
事
故
」「
血

液
凝
固
阻
止
剤
、
抗
血
小
板
剤
投
与
下
（
開

始
、
継
続
、
中
止
、
再
開
等
）
で
の
観
血
的

医
療
行
為
に
関
連
し
た
医
療
事
故
」「
ア
ド

レ
ナ
リ
ン
の
希
釈
の
呼
称
に
関
連
し
た
事

例
」
を
テ
ー
マ
と
し
て
取
り
上
げ
た
。

　
こ
の
よ
う
に
、
医
療
者
に
と
っ
て
日
常
の

診
療
、
看
護
、
調
剤
な
ど
の
場
面
で
発
生
す

る
可
能
性
が
あ
る
技
術
的
な
テ
ー
マ
を
豊
富

に
取
り
上
げ
て
い
る
。
な
お
、
こ
れ
ら
の
分

析
の
基
礎
と
な
る
情
報
の
多
く
も
非
死
亡
事

例
で
あ
る
。
ま
た
、
報
告
書
と
は
異
な
り
情

報
量
を
絞
っ
た
「
医
療
安
全
情
報
」
も
作
成
、

公
表
し
て
お
り
、
全
国
の
約
六
割
の
病
院
を

中
心
に
Ｆ
Ａ
Ｘ
で
情
報
提
供
し
、
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
に
も
掲
載
し
て
い
る
。

　
こ
の
よ
う
に
死
亡
事
例
か
ら
得
ら
れ
る
情

報
と
、
多
く
の
非
死
亡
事
例
や
ヒ
ヤ
リ
・
ハ
ッ

ト
事
例
か
ら
得
ら
れ
る
情
報
と
を
合
わ
せ
て

活
用
し
、
医
療
現
場
に
広
く
導
入
可
能
な
再

発
防
止
策
を
作
成
、
提
供
す
る
こ
と
が
重
要

と
考
え
ら
れ
る
。

五
、
お
わ
り
に

　
長
期
間
に
わ
た
る
議
論
の
末
に
、
医
療
事

故
調
査
制
度
の
枠
組
み
が
ま
と
ま
っ
た
。
今

後
は
、
そ
れ
を
具
体
化
す
る
作
業
の
段
階
に

入
る
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
再
発
防
止
の
観

点
か
ら
は
、
医
療
事
故
情
報
収
集
等
事
業
の

非
死
亡
例
を
含
め
た
多
く
の
事
例
に
学
ぶ
手

法
や
、
標
準
化
さ
れ
た
原
因
分
析
報
告
書
の

作
成
の
観
点
か
ら
、
本
稿
で
は
詳
細
を
割
愛

し
た
産
科
医
療
補
償
制
度
の
手
法
も
活
用
し

つ
つ
、
医
療
界
全
体
の
協
力
に
よ
り
、
実
効

性
の
高
い
原
因
分
析
と
再
発
防
止
そ
し
て
医

療
の
質
の
向
上
を
実
現
す
る
仕
組
み
が
整
備

さ
れ
る
こ
と
が
期
待
さ
れ
る
。

さ
ら
な
る
都
立
病
院
改
革
を
目
指
し
て

就
任
の
ご
挨
拶

東
京
都
病
院
経
営
本
部
長
　
醍
醐
　
勇
司
氏

　
私
は
、
去
る
七
月
十
六
日
付
け
で
、
病
院

経
営
本
部
長
に
就
任
い
た
し
ま
し
た
。
ど
う

ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　
私
と
都
立
病
院
と
の
関
わ
り
は
、
平
成
六

年
に
課
長
職
へ
の
昇
任
で
、旧
府
中
病
院
（
現

多
摩
総
合
医
療
セ
ン
タ
ー
）
の
医
事
課
長
に

着
任
し
た
こ
と
が
始
ま
り
で
す
。
そ
の
後
、

再
び
経
営
企
画
課
長
、
総
務
課
長
を
経
て
、

通
算
六
年
四
ヶ
月
に
わ
た
り
病
院
関
係
の
業

務
に
携
わ
っ
て
き
ま
し
た
。

　
そ
の
中
で
も
、「
都
立
病
院
改
革
」は
記
憶
に

深
い
も
の
と
し
て
挙
げ
ら
れ
ま
す
。都
立
病

院
は
、
平
成
十
三
年
に
策
定
し
た
マ
ス
タ
ー

プ
ラ
ン
の
中
で
、
高
水
準
で
専
門
性
の
高
い

総
合
診
療
基
盤
に
支
え
ら
れ
た
「
行
政
的
医

療
」を
適
正
に
都
民
に
提
供
し
、
他
の
医
療
機

関
等
と
の
密
接
な
連
携
を
通
じ
て
、
都
に
お

け
る
良
質
な
医
療
サ
ー
ビ
ス
を
確
保
す
る
こ

と
を
基
本
的
な
役
割
と
し
て
き
ま
し
た
。

　
ま
た
、
老
朽
化
し
た
病
院
を
急
速
に
変
化

す
る
医
療
環
境
や
都
民
の
高
度
化
す
る
多
様

な
医
療
ニ
ー
ズ
に
対
応
で
き
る
よ
う
計
画
し

た
大
規
模
な
再
編
整
備
は
、
そ
の
後
、
着
実

醍醐　勇司 氏
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続
・
新
役
員
の
ご
挨
拶

山
田
病
院理

事
長
　
山
田  

雄
飛山田　雄飛

　
こ
の
た
び
副
会
長
に
就
任
し
た
、
医
療
法

人
薫
風
会
山
田
病
院
理
事
長
／
院
長
の
・
・
・

と
申
し
上
げ
る
よ
り
、「
一
般
社
団
法
人
東

京
精
神
科
病
院
協
会
（
略
称
：
東
精
協
）
会

長
の
山
田
雄
飛
で
す
」
の
ほ
う
が
お
分
か
り

い
た
だ
け
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

　
こ
れ
ま
で
も
前
会
長
の
根
岸
病
院
理
事
長

／
院
長
の
松
村
英
幸
先
生
が
東
京
都
の
精
神

科
病
院
を
代
表
し
て
東
京
都
病
院
協
会
副
会

長
の
席
に
あ
っ
た
と
思
い
ま
す
。
昨
年
春
、

東
精
協
の
新
会
長
と
し
て
就
任
い
た
し
ま
し

た
こ
と
か
ら
私
に
そ
の
お
役
が
回
っ
て
き
た

も
の
と
理
解
し
、
お
引
き
受
け
い
た
し
ま
し

た
。

　
さ
て
、
東
京
都
病
院
協
会
広
報
誌
へ
の
原

稿
執
筆
に
際
し
て
い
た
だ
い
た
お
題
は
「
新

副
会
長
と
し
て
の
抱
負
（
仮
題
）」
で
し
た
。

そ
も
そ
も
、
東
京
都
病
院
協
会
副
会
長
就
任

に
つ
き
ま
し
て
も
突
然
の
こ
と
で
改
め
て
副

会
長
と
し
て
の
抱
負
を
考
え
る
余
裕
も
無
く

ど
う
し
た
も
の
か
と
考
え
て
い
る
う
ち
に
締

め
切
り
の
日
が
近
づ
い
て
き
て
し
ま
い
ま
し

た
。
え
ー
い
、
儘
よ
と
片
付
け
る
訳
に
も
い

か
ず
日
ご
ろ
感
じ
て
い
る
こ
と
、
考
え
て
い

る
こ
と
を
纏
め
て
み
る
と
こ
の
度
の
副
会
長

就
任
に
際
し
て
の
抱
負
と
言
う
よ
り
役
割
の

よ
う
な
も
の
が
見
え
て
き
ま
し
た
。

　
こ
の
春
、「
東
京
都
保
健
医
療
計
画
」
が

平
成
二
十
五
年
三
月
改
定
と
し
て
発
表
さ
れ

ま
し
た
こ
と
は
皆
様
、
周
知
の
こ
と
と
思
い

ま
す
。
精
神
疾
患
が
加
わ
り
、
五
疾
病
五
事

業
と
し
て
検
討
さ
れ
ま
し
た
。
こ
の
「
東
京

都
保
健
医
療
計
画
」
で
は
高
齢
化
が
急
激
に

進
む
超
高
齢
化
社
会
を
見
据
え
て
、
ま
た
急

増
す
る
精
神
疾
患
患
者
に
対
応
で
き
る
体
制

整
備
、
災
害
医
療
の
体
制
強
化
な
ど
を
謳
っ

て
お
り
ま
す
。

　
超
高
齢
化
社
会
は
認
知
症
に
通
じ
る
現
象

で
す
し
、
精
神
疾
患
に
つ
い
て
は
一
般
科
と

同
様
に
救
急
医
療
へ
の
対
策
が
重
要
課
題
と

な
っ
て
お
り
ま
す
。

　「
東
京
都
保
健
医
療
計
画
」
に
記
さ
れ
た

精
神
疾
患
医
療
の
取
り
組
み
の
中
で
〝
精
神

疾
患
医
療
体
制
の
充
実
と
し
て
〞
で
は
次
の

よ
う
に
記
さ
れ
、
こ
れ
を
推
進
す
べ
き
三
本

柱
と
し
て
お
り
ま
す
。

一
、
地
域
に
お
い
て
早
期
発
見
、
早
期
対
応

で
き
る
よ
う
さ
ま
ざ
ま
な
連
携
体
制
の
も

と
、「
日
常
診
療
体
制
」
を
強
化
す
る
。

二
、「
精
神
科
救
急
医
療
体
制
」
に
つ
い
て

そ
の
体
制
を
安
定
的
に
確
保
し
、
精
神
身
体

合
併
症
救
急
医
療
に
お
い
て
は
一
般
救
急
と

精
神
科
医
療
、
相
互
の
円
滑
な
連
携
体
制
を

構
築
す
る
。

三
、
病
院
か
ら
地
域
へ
の
移
行
を
推
進
し
、

地
域
で
安
定
し
た
生
活
を
送
れ
る
よ
う
「
地

域
生
活
支
援
体
制
」
を
整
備
す
る
、
と
し
て

い
ま
す
。

　
こ
の
中
で
、
特
に
二
、
の
「
精
神
科
救
急

医
療
体
制
」
と
と
も
に
精
神
身
体
合
併
症
救

急
医
療
に
つ
い
て
は
そ
の
体
制
構
築
は
急
務

と
さ
れ
て
い
ま
す
。
一
般
救
急
の
現
場
に
お

　
私
は
、
去
る
七
月
十
六
日
付
け
で
、
病
院

経
営
本
部
長
に
就
任
い
た
し
ま
し
た
。
ど
う

ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　
私
と
都
立
病
院
と
の
関
わ
り
は
、
平
成
六

年
に
課
長
職
へ
の
昇
任
で
、旧
府
中
病
院
（
現

多
摩
総
合
医
療
セ
ン
タ
ー
）
の
医
事
課
長
に

着
任
し
た
こ
と
が
始
ま
り
で
す
。
そ
の
後
、

再
び
経
営
企
画
課
長
、
総
務
課
長
を
経
て
、

通
算
六
年
四
ヶ
月
に
わ
た
り
病
院
関
係
の
業

務
に
携
わ
っ
て
き
ま
し
た
。

　
そ
の
中
で
も
、「
都
立
病
院
改
革
」は
記
憶
に

深
い
も
の
と
し
て
挙
げ
ら
れ
ま
す
。都
立
病

院
は
、
平
成
十
三
年
に
策
定
し
た
マ
ス
タ
ー

プ
ラ
ン
の
中
で
、
高
水
準
で
専
門
性
の
高
い

総
合
診
療
基
盤
に
支
え
ら
れ
た
「
行
政
的
医

療
」を
適
正
に
都
民
に
提
供
し
、
他
の
医
療
機

関
等
と
の
密
接
な
連
携
を
通
じ
て
、
都
に
お

け
る
良
質
な
医
療
サ
ー
ビ
ス
を
確
保
す
る
こ

と
を
基
本
的
な
役
割
と
し
て
き
ま
し
た
。

　
ま
た
、
老
朽
化
し
た
病
院
を
急
速
に
変
化

す
る
医
療
環
境
や
都
民
の
高
度
化
す
る
多
様

な
医
療
ニ
ー
ズ
に
対
応
で
き
る
よ
う
計
画
し

た
大
規
模
な
再
編
整
備
は
、
そ
の
後
、
着
実

に
実
現
さ
れ
、
現
在
、
多
摩
総
合
医
療
セ
ン

タ
ー
及
び
小
児
総
合
医
療
セ
ン
タ
ー
の
開

設
、
病
院
を
運
営
し
な
が
ら
大
規
模
な
改
修

と
機
能
向
上
を
図
っ
た
駒
込
病
院
の
全
面
供

用
開
始
、
松
沢
病
院
の
新
病
棟
開
設
な
ど
を

経
て
、
順
調
に
運
営
を
行
な
っ
て
い
ま
す
。

マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
で
掲
げ
た
目
標
は
、
都
立

病
院
改
革
と
し
て
の
一
定
の
道
筋
と
成
果
を

も
た
ら
し
て
い
る
も
の
と
感
じ
て
い
ま
す
。

　
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
作
成
か
ら
十
年
を
超
え

る
月
日
が
経
過
し
、
超
高
齢
社
会
の
到
来
、

人
口
減
少
社
会
へ
の
転
換
な
ど
人
口
構
造
の

変
化
に
加
え
、
医
療
制
度
改
革
に
よ
る
医
療

提
供
体
制
の
変
化
な
ど
、
医
療
を
取
り
巻
く

環
境
は
急
速
に
変
化
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、

東
日
本
大
震
災
を
経
て
、
災
害
発
生
時
で
も

継
続
し
た
医
療
を
提
供
で
き
る
体
制
整
備
な

ど
災
害
対
策
へ
の
課
題
も
明
ら
か
に
な
り
ま

し
た
。

　
一
方
、
国
に
お
い
て
は
、
確
か
な
社
会
保

障
を
将
来
世
代
に
伝
え
る
た
め
の
道
筋
を
作

る
た
め
、「
社
会
保
障
制
度
改
革
国
民
会
議
」

の
報
告
書
が
八
月
に
出
さ
れ
、
こ
の
報
告
書

で
は
、
新
た
な
医
療
・
介
護
分
野
の
改
革
を

進
め
る
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
病
院
経
営
本
部
で
は
、
こ
れ
ら
の
状
況
を

見
据
え
、
本
年
三
月
に
「
都
立
病
院
改
革
推

進
プ
ラ
ン
」
を
策
定
し
ま
し
た
。
こ
の
プ
ラ

ン
で
は
、
こ
れ
か
ら
の
医
療
課
題
に
確
実
に

対
応
で
き
る
体
制
を
構
築
す
る
た
め
、①
次

世
代
の
医
療
環
境
に
対
応
し
た
「
東
京
Ｅ
Ｒ
」

の
機
能
強
化
、②
周
産
期
・
小
児
医
療
の
充

実
強
化
、③
災
害
対
応
力
の
強
化
、④
患
者
支

援
体
制
の
充
実
と
在
宅
医
療
支
援
体
制
の
強

化
と
い
う
四
つ
の
施
策
に
重
点
的
に
取
り
組

ん
で
い
く
こ
と
と
し
ま
し
た
。

　
少
し
、
紙
面
を
お
借
り
し
て
こ
の
プ
ラ
ン

の
内
容
を
ご
説
明
い
た
し
ま
す
。

　
ま
ず
、
次
世
代
の
医
療
環
境
に
対
応
し
た

「
東
京
Ｅ
Ｒ
」
の
機
能
強
化
で
は
、
都
内
の

救
急
医
療
の
実
態
を
踏
ま
え
、
今
後
の
救
急

患
者
の
増
加
や
重
症
化
に
も
適
切
に
対
応

し
、
か
つ
、
十
年
程
度
先
の
医
療
環
境
下
で

も
確
実
に
救
急
医
療
を
提
供
す
る
た
め
、
広

尾
病
院
、
墨
東
病
院
、
多
摩
総
合
医
療
セ
ン

タ
ー
、
小
児
総
合
医
療
セ
ン
タ
ー
に
設
置
し

た
「
東
京
Ｅ
Ｒ（
初
期
救
急
か
ら
三
次
救
急

に
対
応
）」
を
機
能
強
化
し
て
い
き
ま
す
。

　
次
に
、周
産
期
・
小
児
医
療
の
充
実
強
化
で

は
、低
出
生
体
重
児
や
ハ
イ
リ
ス
ク
妊
娠
の
増

加
、
恒
常
的
満
床
状
態
に
あ
る
Ｎ
Ｉ
Ｃ
Ｕ
、
小

児
救
急
体
制
の
整
備
な
ど
、周
産
期
・
小
児
医

療
の
課
題
は
未
だ
多
く
あ
り
、地
域
医
療
機
関

等
と
の
役
割
分
担
に
基
づ
く
連
携
を
さ
ら
に

強
化
し
、対
応
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　
ま
た
、
小
児
医
療
で
は
、
小
児
の
三
次
医

療
を
担
う
小
児
総
合
医
療
セ
ン
タ
ー
に
お
い

て
、
多
摩
地
域
の
小
児
救
急
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

づ
く
り
に
取
り
組
む
と
と
も
に
、「
小
児
が

ん
拠
点
病
院
」
と
し
て
都
の
小
児
が
ん
医
療

の
中
核
的
役
割
を
担
う
な
ど
、
小
児
重
症
患

者
へ
の
対
応
力
強
化
と
高
度
な
小
児
医
療
の

提
供
に
取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。

　
さ
ら
に
、
災
害
対
応
力
の
強
化
で
は
、
東

日
本
大
震
災
か
ら
病
院
に
お
け
る
災
害
対
策

の
重
要
性
の
再
認
識
と
課
題
の
明
確
化
な
ど

様
々
な
教
訓
を
得
た
こ
と
を
踏
ま
え
、
取
組

を
進
め
る
こ
と
と
し
ま
し
た
。

　
具
体
的
に
は
、
医
療
機
器
等
の
稼
動
に
不

可
欠
な
電
力
確
保
の
た
め
、
ガ
ス
コ
ー
ジ
ェ

ネ
レ
ー
シ
ョ
ン
シ
ス
テ
ム
の
導
入
に
よ
る
ラ

イ
フ
ラ
イ
ン
の
強
化
、
診
療
に
必
要
な
患
者

情
報
の
保
全
の
た
め
の
電
子
カ
ル
テ
等
遠
隔

地
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
シ
ス
テ
ム
の
導
入
、
限
ら

れ
た
人
材
で
医
療
を
提
供
す
る
た
め
の
Ｂ
Ｃ

Ｍ（
事
業
継
続
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
）
の
推
進
な

ど
、
こ
れ
ま
で
の
災
害
対
策
の
あ
り
方
を
見

直
し
、
発
災
時
に
お
い
て
も
継
続
的
に
医
療

を
提
供
で
き
る
よ
う
、
災
害
管
理
体
制
を
強

化
し
て
い
き
ま
す
。

　
最
後
に
な
り
ま
す
が
、
患
者
支
援
体
制
の

充
実
と
在
宅
医
療
支
援
体
制
の
強
化
を
図
る

た
め
、
患
者
の
療
養
生
活
の
総
合
的
な
支
援

に
向
け
、
区
市
町
村
や
関
係
機
関
な
ど
の
地

域
と
の
強
固
な
ヒ
ュ
ー
マ
ン
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

を
築
き
、
急
性
期
を
脱
し
た
患
者
の
地
域
医

療
機
関
へ
の
転
・
退
院
を
円
滑
に
行
う
た
め
、

全
て
の
都
立
病
院
に
「
患
者
支
援
セ
ン
タ
ー

（
仮
称
）」
を
設
置
し
て
い
き
ま
す
。

　
医
療
環
境
の
変
化
が
も
た
ら
す
状
況
に
鑑

み
る
と
、
医
療
を
提
供
す
る
側
に
と
っ
て
は
、

民
間
医
療
機
関
も
含
め
て
非
常
に
厳
し
い
時

代
に
突
入
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。
都
立
病

院
改
革
も
ま
だ
完
成
し
た
わ
け
で
は
な
く
、

残
さ
れ
た
課
題
を
着
実
に
遂
行
し
、
こ
れ
か

ら
も
都
民
の
期
待
に
応
え
う
る
医
療
サ
ー
ビ

ス
の
提
供
を
行
な
っ
て
い
か
な
け
れ
ば
な
り

ま
せ
ん
。

　
病
院
経
営
本
部
は
、
公
社
病
院
を
含
め
る

と
、
職
員
総
数
九
千
人
を
超
え
る
組
織
で
す
、

そ
の
一
人
ひ
と
り
が
そ
れ
ぞ
れ
の
職
務
の
重

さ
を
認
識
し
、
さ
ら
な
る
改
革
を
目
指
し
て
、

職
員
一
丸
と
な
っ
て
頑
張
っ
て
ま
い
り
ま

す
。

　
そ
の
た
め
に
は
、
こ
れ
ま
で
以
上
に
、
東

京
都
病
院
協
会
の
皆
様
を
始
め
と
し
た
、
都

内
医
療
機
関
な
ど
と
の
医
療
連
携
を
よ
り
一

層
深
め
て
い
く
こ
と
が
最
も
重
要
な
こ
と
で

あ
る
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　
今
後
と
も
都
立
病
院
並
び
に
公
社
病
院
の

運
営
に
つ
き
ま
し
て
、
御
理
解
と
御
協
力
を

賜
り
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。
末

筆
な
が
ら
、
貴
会
の
益
々
の
御
発
展
を
心
か

ら
お
祈
り
申
し
上
げ
ま
す
。

醍醐　勇司 氏
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い
て
は
精
神
科
合
併
症
を
苦
手
と
し
、
精
神

科
救
急
の
現
場
で
は
身
体
合
併
症
を
苦
手
と

し
て
い
る
こ
と
は
皆
さ
ん
、
経
験
し
て
い
る

と
こ
ろ
で
し
ょ
う
し
、
こ
れ
は
東
京
都
の
救

急
医
療
を
論
ず
る
際
に
は
必
ず
出
て
く
る
話

し
と
聞
い
て
お
り
ま
す
。
私
は
、
こ
の
問
題

を
解
決
す
る
に
は
双
方
の
病
院
の
十
分
な
理

解
を
も
っ
て
の
連
携
が
不
可
欠
だ
と
考
え
て

お
り
ま
す
。

　
東
京
都
に
は
精
神
科
救
急
入
院
料
認
可
病

棟
を
持
つ
施
設
が
平
成
二
十
五
年
六
月
十
日

現
在
で
十
四
病
院
あ
り
ま
す
。
よ
う
や
く
精

神
科
に
お
い
て
も
救
急
対
応
が
可
能
に
な
り

つ
つ
あ
り
、
一
般
科
の
病
院
と
の
連
携
が
取

平成25年度 経営塾 開催スケジュール

2013年
9月13日（金）

　
9月20日（金） 

10月11日（金）

10月18日（金）

11月15日（金）

11月22日（金）

12月13日（金）

2014年
1月24日（金）

2月21日（金） 

3月7日（金）

3月14日（金） 

郡司 篤晃
河北 博文
グループディスカッション（座長：河北博文）
瀬上清貴
宮澤　潤
山口武兼
服部満生子
伊藤雅史
浅見　浩
遠藤正樹

藤井達也
鈴木喜六
猪口雄二
桑名　斉
グループディスカッション
福井次矢
岩﨑照宣
泉　哲郎
長谷川友紀
川渕孝一
猪口正孝
平山正実
グループディスカッション

聖学院大学
東京都病院協会

国際医療福祉大学
宮澤潤法律事務所
豊島病院
河北総合病院
等潤病院
浅見社会保険労務士事務所
康明会病院

河北総合病院
ヘルスケアマーケティング研究所
寿康会病院
信愛病院

聖路加国際病院
アスメディックス（株）
河北総合病院
東邦大学
東京医科歯科大学
平成立石病院
聖学院大学

医療とは
医療制度とCEOの役割
今、医療は何が問題か
融資側から見た病院経営
医療安全、事例に学ぶ
組織管理
看護管理
病院経営戦略とES
人事管理
病院における介護事業戦略サービス
付き高齢者住宅の経営について
病院感染管理を含めた患者安全管理
財務リスク予防策としての財務管理
医療提供体制･診療報酬改定
介護制度とCEOの役割
どのような医療が望ましいか
診療管理
物流・業務委託
DPC取り組み病院
医療の質管理とDB化
医療システムと医療財源
広報・マーケティング 
スピリチュアリティ
医療人として自分のできることは

第１回

第２回

第３回

第４回

第５回

第６回

第７回

第８回

第９回

第 10回

第 11回

開催日時 テーマ 講　師 　所　属

開催日時：平成 25年 9月 13日 ( 金 ) より平成 26年 3月 14日 ( 金 ) まで
　　　　　計 11回の開催、時間はいずれも午後 6時～午後 8時 50分
　　　　　原則として、第二、第三金曜日に開催を予定
場　　所：東医健保会館 (JR 信濃町駅徒歩５分 )
対　　象：病院管理者 (院長、看護部長、事務長ｸﾗｽ)、医療関連企業　代理出席 可
参 加 費 : 会員 100,000 円　非会員 200,000 円（いずれも事前振込）
　　　　　参加確定後、参加費の振込先をご案内いたします。
定　　員：先着 50名（受講者には受講票をお送りいたします）
申込み先：東京都病院協会 事務局宛　TEL 03-5217-0896　FAX 03-5217-0898
　　　　　申込用紙に必要事項をご記入の上、FAX にてお申込み下さい。
　　　　　（定員を超えた際はご連絡いたします）E-mail  tmha@mri.biglobe.ne.jp 

平成25年度東京都病院協会経営塾のご案内

れ
る
よ
う
に
な
っ
て
き
て
い
ま
す
。

　
そ
れ
ぞ
れ
の
地
域
に
お
い
て
「
一
般
科
」

と
「
精
神
科
」
の
病
病
連
携
が
相
互
理
解
の

下
、
補
完
し
あ
う
よ
う
な
形
に
な
れ
ば
、
と

考
え
て
お
り
ま
す
。
こ
れ
を
少
し
で
も
具
現

化
す
る
よ
う
、
東
京
都
病
院
協
会
に
お
い
て

活
動
で
き
れ
ば
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。
宜
し

く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

七
月
二
十
四
日

第
三
回
環
境
問
題
検
討
委
員
会

・
平
成
二
十
五
年
度
事
業
に
つ
い
て

七
月
二
十
五
日

第
三
回
事
務
管
理
部
会

・
平
成
二
十
五
年
度
事
業
に
つ
い
て

・
損
保
ジ
ャ
パ
ン
新
保
険
に
つ
い
て

七
月
二
十
六
日

第
二
回
診
療
情
報
管
理
委
員
会

・
第
十
九
回
全
体
会
に
つ
い
て

七
月
三
十
一
日

第
三
回
慢
性
期
医
療
委
員
会

・
平
成
二
十
六
年
度

　
　
　
　
　
　
東
京
都
予
算
要
望
に
つ
い
て

・
病
床
機
能
情
報
の
報
告
・
提
供
の

　
　
　
　
　
　
具
体
的
な
あ
り
方
に
つ
い
て

・
平
成
二
十
五
年
度
事
業
に
つ
い
て

会
務
日
誌
・
委
員
会
報
告

　
　
　
　
　
　
　
　（
七
月
）
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